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天
理
図
書
館
蔵
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
」
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
稲
垣
信
子
一
、
は
じ
め
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
、
古
来
数
多
く
の
註
釈
書
が
あ
る
。
そ
の
総
て
に
つ
い
て
こ
こ
で
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
稿
者
の
立
場
か
ら
大
ま
か
な
認
識
を
若
干
記
し
て
お
く
な
ら
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
今
日
で
も
良
質
の
訓
読
文
(古
点
本
や
古
注
釈
を
生
か
し
て
い
る
)
を
提
供
し
、
古
注
釈
の
概
説
を
も
行
っ
た
山
田
孝
雄
博
士
の
基
礎
的
な
研
究
や
、
校
異
を
含
む
書
誌
学
的
調
査
に
大
き
な
意
義
を
残
す
堀
部
正
二
氏
の
仕
事
が
あ
る
更
に
、
近
年
、
黒
田
彰
・
伊
藤
正
義
・
三
木
雅
博
氏
ら
に
よ
る
『和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
は
、
古
注
釈
の
解
題
と
そ
の
基
本
的
な
本
文
を
ま
と
め
て
収
録
し
、
『朗
詠
』
研
究
を
よ
り
一
層
深
め
る
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
既
に
黒
田
氏
・
三
木
氏
・
山
崎
氏
ら
に
よ
っ
て
『
朗
詠
』
の
古
注
釈
の
世
界
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
中
世
の
文
学
世
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
『
朗
詠
』
の
誦
詠
と
い
う
新
た
な
角
度
か
ら
成
果
を
挙
げ
た
青
柳
隆
志
氏
の
研
究
も
興
味
深
い
。
加
え
て
、
写
真
や
印
刷
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
諸
本
の
良
質
な
複
製
が
「書
蹟
」
と
し
て
多
数
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貴
重
な
文
献
を
誰
で
も
身
近
に
容
易
に
披
見
で
き
る
好
条
件
が
整
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
一
〇
五
天
理
図
書
館
蔵
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
本
稿
で
は
、
そ
の
多
く
の
現
存
す
る
和
漢
朗
詠
集
訓
点
本
の
中
で
、
菅
原
家
相
伝
の
訓
読
を
伝
え
て
い
る
竹
柏
園
旧
蔵
天
理
図
書
館
蔵
貞
和
三
年
安
倍
直
明
書
写
加
点
本
(
以
下
「該
本
」
と
言
う
)
の
訓
点
の
諸
事
象
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
該
本
に
つ
い
て
は
、
堀
部
正
二
氏
に
よ
り
「
文
章
博
士
菅
原
長
成
が
父
爲
長
の
説
を
受
け
て
自
ら
執
筆
加
點
し
た
本
を
以
て
建
長
三
年
(
一
二
四
九
)
後
深
草
天
皇
に
進
講
し
申
上
げ
た
、
そ
の
時
の
本
が
底
本
と
な
っ
て
、
そ
れ
に
江
大
府
卿
(大
江
匡
房
)
の
説
を
記
入
し
、
次
い
で
藤
原
式
家
敦
光
朝
臣
の
本
を
以
て
校
し
た
の
が
基
礎
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
更
に
弘
安
三
年
(
一
二
八
〇
)
・
貞
和
三
年
(
一
三
四
七
)
の
再
度
に
転
写
さ
れ
た
も
の
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
は
、
朱
点
・
墨
点
に
よ
っ
て
乎
古
止
点
を
示
し
、
墨
筆
.
朱
筆
・
黄
筆
に
よ
る
書
き
込
み
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
同
時
期
の
書
写
加
点
の
菅
原
家
相
伝
本
の
和
漢
朗
詠
集
と
の
比
較
・
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
該
本
の
訓
点
の
諸
事
象
、
こ
と
に
朱
筆
・
黄
筆
等
に
よ
る
色
別
け
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。
二
、
該
本
の
訓
点
に
つ
い
て
ア
、
乎
古
止
点
図
一
〇
六
加
点
に
は
、
朱
点
・
墨
点
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
図
の
よ
う
に
そ
の
体
系
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
形
式
は
、
杤
尾
武
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
「博
士
家
点
」
の
「紀
伝
点
」
で
あ
る
。
ま
た
、
墨
点
に
お
い
て
は
、
レ
点
・
一
二
点
・
上
下
点
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
濁
音
表
記
に
つ
い
て
は
、
後
に
項
を
設
け
て
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
イ
、
仮
名
字
体
表
天
理
図
書
館
蔵
『貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
一
O
七
天
理
図
書
館
蔵
『貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
該
本
で
は
、
墨
筆
の
仮
名
字
体
に
「A
」
「
郊
」
「5
」
ア
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
他
に
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
『
群
書
治
要
』
(鎌
倉
期
点
・
宮
内
庁
図
書
寮
)
が
あ
る
。
墨
筆
に
は
、
朱
筆
・
黄
筆
・
青
筆
に
比
べ
て
古
体
の
仮
名
の
使
用
が
多
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
仮
名
に
お
い
て
は
墨
筆
が
他
の
筆
よ
り
も
古
く
、
墨
筆
と
色
別
け
し
て
付
さ
れ
た
も
の
の
方
が
、
よ
り
新
し
い
と
い
っ
た
時
代
的
推
移
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
墨
筆
に
も
、
古
体
の
仮
名
と
は
異
な
る
字
体
の
仮
名
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
後
世
の
手
が
入
っ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
ウ
、
清
濁
表
記
濁
音
符
は
、
さ
き
の
乎
古
止
点
図
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
下
巻
・
鰯
(岩
波
古
典
文
学
大
系
『
和
漢
朗
詠
集
』
作
品
番
号
を
示
す
)
「
ザ
,
有
,
卸
尺
'
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
°。
」
を
除
き
、
上
巻
.
下
巻
に
わ
た
っ
て
「
砺
」
「
の
」
が
交
用
さ
れ
て
い
る
。
紀
伝
点
の
諸
家
使
用
の
濁
音
符
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
氏
が
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
讀
の
国
語
史
的
研
究
の
な
か
で
、
「
菅
原
家
『
°。
』
藤
原
式
家
『
傷
』
、
藤
原
南
家
羅
』
(推
定
)
と
示
さ
れ
、
ま
た
、
『
°。
』
を
用
い
た
博
士
家
の
點
本
を
『
匹
』
使
用
の
博
士
家
学
者
が
移
點
一
〇
八
す
る
場
合
、
或
い
は
そ
の
逆
の
場
合
に
、
濁
音
符
は
、
元
の
點
本
の
形
式
に
従
う
の
が
建
前
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
多
く
の
例
の
中
に
は
稀
に
自
家
の
符
號
が
入
る
可
能
性
が
生
ず
る
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
説
に
従
う
と
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
該
本
は
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
菅
原
長
成
が
、
文
爲
長
の
説
を
受
け
て
、
自
ら
執
筆
加
点
し
た
本
が
底
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
訓
点
は
基
本
的
に
は
菅
原
家
の
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
濁
音
符
の
使
用
状
況
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
弘
安
三
年
ま
た
は
、
貞
和
三
年
に
お
い
て
藤
原
長
英
の
書
写
加
点
の
際
、
自
家
(
藤
原
式
家
)
の
濁
音
符
を
用
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
エ
、
助
字
の
訓
法
(
マ
ル
括
弧
に
入
れ
た
も
の
は
乎
古
止
点
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
)
・
「
将
」
の
訓
法
天
理
図
書
館
蔵
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
一
O
九
天
理
図
書
館
蔵
『貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
あ
ぐ
っ
て
・
「
使
」
の
訓
法
・
ヲ
を
オ
に
誤
っ
た
も
の
一
一
O
・
「
教
」
の
訓
法
・
ヒ
を
イ
に
誤
っ
た
も
の
「将
」
は
、
乎
古
止
点
か
ら
現
行
の
訓
法
の
よ
う
に
再
読
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
未
」
に
つ
い
て
は
、
再
読
さ
れ
て
い
る
64
.
9
の
二
例
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
仮
名
の
「
タ
」
が
文
字
の
筆
意
(別
筆
)
に
よ
り
、
後
世
の
手
に
よ
っ
て
加
筆
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
即
ち
、
再
読
は
本
来
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
應
」
も
ま
た
再
読
さ
れ
て
い
な
い
。
「
當
」
は
、
一
例
だ
け
で
あ
る
が
再
読
さ
れ
て
い
る
。
・
イ
を
ヒ
に
誤
っ
た
も
の
・
へ
を
エ
に
誤
っ
た
も
の
三
、
仮
名
遣
に
つ
い
て
・
オ
を
ヲ
に
誤
っ
た
も
の
・
ヱ
を
エ
に
誤
っ
た
も
の
・
ヱ
を
へ
に
誤
っ
た
も
の
・
イ
音
便
・
ハ
行
を
ワ
行
に
誤
っ
た
も
の
・
ウ
音
便
(形
容
詞
連
用
形
の
例
の
み
見
ら
れ
る
。
)
以
上
、
お
よ
そ
平
安
時
代
末
期
以
降
の
現
象
を
示
し
て
い
る
ρ
(所
謂
定
家
仮
名
遣
の
範
囲
を
出
な
い
)
四
、
音
便
に
つ
い
て
・
促
音
便
(す
べ
て
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
が
、
「
て
」
に
続
く
例
。
多
く
は
ツ
表
記
だ
が
、
無
表
記
の
例
も
あ
る
。
)
.
撥
音
便
(
m
音
便
例
の
み
見
え
る
。
ム
表
記
で
は
な
く
ン
表
記
で
あ
る
。
)
五
、
朱
筆
・
黄
筆
に
つ
い
て
さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
該
本
は
、
墨
筆
と
と
も
に
全
巻
に
わ
た
っ
て
朱
筆
.
黄
筆
に
よ
る
書
き
込
み
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
よ
り
黄
筆
は
、
建
長
三
年
菅
原
長
成
が
父
爲
長
の
説
を
受
け
て
執
筆
加
点
し
た
本
に
、
藤
天
理
図
書
館
蔵
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
一
=
天
理
図
書
館
蔵
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
一
二
原
式
家
の
敦
光
の
本
か
ら
引
用
加
点
し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
筆
.
墨
筆
は
弘
安
三
年
藤
原
長
英
が
加
点
し
た
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
該
本
の
朱
筆
・
黄
筆
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
示
す
も
の
か
を
検
証
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。
比
較
検
討
に
あ
た
っ
て
用
い
た
和
漢
朗
詠
集
は
、
該
本
の
上
巻
奥
書
に
記
載
が
あ
る
蜂
須
賀
家
旧
蔵
専
修
大
学
図
書
館
蔵
建
長
三
年
(
一
二
四
九
)
本
を
用
い
た
。
こ
れ
は
、
上
下
二
帖
か
ら
な
り
、
上
巻
は
奥
書
よ
り
菅
原
長
成
自
筆
本
と
知
ら
れ
、
朱
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
下
巻
は
、
長
成
の
息
清
長
が
、
祖
父
為
長
卿
の
自
筆
本
を
書
写
し
た
転
写
本
で
あ
る
。
・
朱
筆
に
よ
る
書
き
込
み
該
本
と
専
修
大
学
図
書
館
蔵
建
長
三
年
本
の
朱
筆
に
よ
る
書
き
込
み
に
つ
い
て
比
較
を
試
み
た
。
〈
上
段
は
該
本
を
示
し
、
下
段
は
建
長
三
年
本
を
示
し
、
マ
ル
括
弧
は
朱
筆
を
示
す
。
〉
上
巻
・
下
巻
に
わ
た
り
朱
筆
は
40
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
頁
に
掲
げ
た
20
例
が
専
修
大
学
本
と
の
一
致
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
致
例
は
、
上
巻
の
み
に
集
中
し
、
下
巻
に
お
い
て
は
、
該
本
の
よ
う
に
朱
筆
で
色
分
け
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
墨
筆
に
よ
る
書
き
込
み
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
●
朱
筆
に
よ
る
合
点
ー
1
↓
朱
筆
合
点
…
…
↓
黄
筆
ムロ点
○
↓
朱
筆
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
・
朱
筆
に
よ
る
合
点
該
本
の
朱
筆
に
よ
る
合
点
は
、
同
本
黄
筆
に
よ
る
合
点
と
重
複
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
一
致
例
は
、
さ
き
に
述
べ
た
朱
筆
に
よ
る
書
き
込
み
例
と
同
様
、
専
修
大
学
本
上
巻
に
お
い
て
多
く
の
一
致
が
認
め
ら
れ
た
。
下
巻
に
お
い
て
は
、
朱
筆
の
合
点
は
、
全
く
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
墨
筆
に
よ
る
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
一
致
が
み
と
め
ら
れ
た
。
天
理
図
書
館
蔵
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
一
=
二
天
理
図
書
館
蔵
『貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
あ
ぐ
っ
て
一
一
四
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
天
理
大
本
専
修
大
本
・
黄
筆
に
よ
る
書
き
込
み
さ
き
に
述
べ
た
該
本
の
朱
筆
に
よ
る
書
き
込
み
と
同
様
の
比
較
を
、
該
本
の
黄
筆
に
よ
る
書
き
込
み
に
つ
い
て
も
試
み
た
。
〈上
段
は
該
本
を
示
し
、
下
段
は
専
修
大
学
本
を
示
し
、
マ
ル
括
弧
は
黄
筆
を
示
す
。
〉
天
理
図
書
館
蔵
『貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
=
五
天
理
図
書
館
蔵
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
一
一
六
上
に
掲
げ
た
よ
う
に
黄
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
、
専
修
大
学
本
と
一
致
す
る
の
は
2
例
の
み
で
あ
っ
た
。
該
本
の
奥
書
に
、
藤
原
式
家
の
敦
光
の
本
か
ら
引
用
加
点
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
黄
筆
に
よ
る
書
き
込
み
は
、
藤
原
式
家
の
訓
読
を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
解
さ
れ
る
。
以
上
、
朱
筆
・
黄
筆
を
中
心
に
、
該
本
と
専
修
大
学
蔵
建
長
三
年
本
と
比
較
・
検
討
を
行
っ
た
が
、
該
本
の
朱
筆
に
よ
る
書
き
込
み
に
お
い
て
は
58
%
、
朱
筆
合
点
に
お
い
て
も
57
%
、
専
修
大
学
蔵
建
長
三
年
本
と
一
致
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
結
果
よ
り
朱
筆
に
よ
る
書
き
込
み
・
朱
筆
合
点
は
、
該
本
と
専
修
大
学
蔵
本
建
長
三
年
本
が
祖
本
と
す
る
菅
原
家
の
訓
法
を
示
す
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
、
お
わ
り
に
天
理
図
書
館
蔵
貞
和
三
年
本
と
専
修
大
学
蔵
本
建
長
三
年
本
と
の
比
較
に
お
い
て
菅
原
家
訓
法
を
示
す
た
め
に
朱
筆
の
書
き
込
み
・
朱
筆
合
点
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
該
本
と
同
一
内
容
を
有
す
る
諸
本
と
の
比
較
検
討
よ
り
、
菅
原
家
の
訓
法
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
(
注
)
(1
)
山
田
孝
雄
著
『
和
漢
朗
詠
集
』
(岩
波
文
庫
・
昭
和
五
年
。
)
(2
)
堀
部
正
二
編
著
・
片
桐
洋
一
補
『校
異
和
漢
朗
詠
集
』
(大
学
堂
書
店
・
昭
和
五
十
六
年
。
)
(3
)
伊
藤
正
義
・
黒
田
彰
・
三
木
雅
博
編
著
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
全
三
巻
(大
学
堂
書
店
・
平
成
元
～
九
年
。)
(4
)
黒
田
彰
著
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
(和
泉
書
院
・
昭
和
六
十
二
年
。
)
(5
)
三
木
雅
博
著
『和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』
(勉
誠
社
・
平
成
七
年
。)
(6
)
山
崎
誠
著
『中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
(和
泉
書
院
・
平
成
五
年
。
)
(7
)
青
柳
隆
志
著
『
日
本
朗
詠
史
』
研
究
篇
・
年
表
篇
(笠
間
書
店
・
平
成
十
一
～
十
三
年
。
)
(
8
)
二
玄
社
・
日
本
名
跡
叢
刊
に
『墨
流
本
和
漢
朗
詠
集
』
が
入
り
、
古
筆
切
並
び
に
鴻
池
家
旧
蔵
本
が
、
久
曽
神
昇
編
『和
漢
朗
詠
集
切
集
成
』
(汲
古
書
院
・
平
成
十
年
)
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
日
本
古
典
文
学
会
編
『和
漢
朗
詠
集
』
(ほ
る
ぷ
出
版
・
昭
和
五
十
年
。
)
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
七
輯
『和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
』
(思
文
閣
出
版
・
昭
和
五
十
三
年
。
)
(9
)
杤
尾
武
著
『貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
(臨
川
書
店
・
平
成
五
年
)
に
よ
り
影
印
・
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(10
)
(
2
)
所
掲
堀
部
正
二
編
著
(二
十
九
頁
)
参
照
。
(1
)
(
9
)
所
掲
本
。
(12
)
大
矢
透
著
『
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料
』
(勉
誠
社
・
昭
和
四
十
四
年
・
平
成
十
七
年
縮
刷
版
発
行
)
(三
十
四
頁
)
参
照
。
(
13
)
小
林
芳
規
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
籍
訓
讀
の
國
語
史
的
研
究
』
(東
京
大
学
出
版
会
・
昭
和
四
十
二
年
。)
第
五
節
漢
籍
の
古
點
本
に
用
い
ら
れ
た
濁
音
符
」
(
一
二
八
三
頁
)
参
照
。
(
14
)
専
修
大
学
図
書
館
蔵
古
典
籍
影
印
叢
刊
『
和
漢
朗
詠
集
』
(専
修
大
学
出
版
局
・
昭
和
五
十
六
年
。
)
中
田
武
司
著
『
和
漢
朗
詠
集
』
解
題
(
15
)
中
田
武
司
著
「和
漢
朗
詠
集
攷
」
(『専
修
国
文
』
二
十
七
号
・
昭
和
五
十
五
年
九
月
。
)
天
理
図
書
館
蔵
『
貞
和
本
和
漢
朗
詠
集
』
の
訓
点
を
め
ぐ
っ
て
一
一
七
